
医学研究リテラシ－Ⅰ

・学習方針（講義概要等）

・教育成果（アウトカム）

）

講義：東1-C講義室

ナンバリング M3-S1-G02

1 医療倫理・研究倫理の原則を説明できる。

2 文献検索ができる。

関連の学術論文が読める。

利益相反の考え方や個人情報保護・守秘義務について説明できる。

責任者・コーディネーター 地域医療学分野　伊藤　智範 教授

担当講座・学科（分野）
地域医療学分野、医学教育学分野、実験動物医学研究部門、糖・代・内
分泌内科分野、リウマチ・膠原病・アレルギー内科分野、看護学部看護
専門基礎講座

担当教員
伊藤　智範 教授、佐藤　洋一 名誉教授、石垣　泰 教授、遠藤　龍人 教
授、若井　淳 講師、鈴木　悠地 特任講師

0コマ 0.0時間

対象学年 3

演習

臨床研究の研究計画書と、倫理申請について説明できる。

研究手法を学び、その適応と要約を説明できる。

研究手法を説明できる。

基礎実験に必要な動物の取り扱いとルールを説明できる。

研究者の基本的責任を説明できる。

研究活動に対する姿勢等の研究者の行動規範を説明できる。

研究分野の特性に応じた、研究データとなる実験・観察ノート等の記録媒体の作成（作成方法等含む）・保
管や実験試料・試薬の保存について説明できる。

論文作成の際の各研究者間における役割分担・責任関係の明確化について説明できる。

4.0時間

医師に求められる研究力を育むためのリテラシー科目である。座学と基礎実験の手ほどきで構成される。①初年次
ゼミ、②情報リテラシーおよび③多職種連携のためのアカデミックリテラシーのコースで会得した知識と技能をも
とに、研究に特化したリテラシーの基礎を学ぶ。座学は、研究リテラシーII（研究室配属）の事前講義に該当する。
実験の基本事項を学び、臨床研究法を理解し、医学研究を進めるために必要な事項を習得する。

講義では、医学研究リテラシー概要と医学研究の歴史を学ぶことで、基礎実験・臨床研究の適切な方法を説明でき
るようになる。
基礎実験の手法を実習することで、動物の取り扱い方法とルールを説明できるようになる。
倫理審査の必要性と研究計画書作成方法を理解することで、倫理申請と利益相反開示ができるようになる。

（ディプロマ・ポリシー： 1,2,4

・到達目標（SBOs）

№

期間 前期
実習 2コマ

区分・時間数
 （１コマ2時間計算）

講義 6コマ 12.0時間

項目
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6
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8
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12

13
医学研究の歴史と研究不正について説明し、医学生・医師として社会に信頼される行動について説明でき
る。

動物実験倫理について自分の意見を述べることができる。

将来にわたる自己学習の重要性を理解し、医師になるための基礎知識を身につけることができる。

・講義場所

疫学や生物統計学の知識を応用して、実習・実験データを評価することができる。

研究に関する疑問点や問題点をピックアップすることができる。
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実験動物医学研究部門

糖・代・内分泌内科分野

講座（学科）

地域医療学分野

4/4(金) 若井　淳 講師
実験動物学1
「実験動物学総論」

6,14

1,7,8,10,11,12石垣　泰 教授 医学研究における倫理申請4/11(金)

伊藤　智範 教授
研究室配属総論：学生が研
究をする意義と求められる
リテラシー

・講義日程（各講義の詳細な講義内容、事前・事後学習内容、該当コアカリについてはwebｼﾗﾊﾞｽに掲載）

月日 担当教員 講義内容 到達目標番号

4/2(水) 1,2,4,5,9,10,15

総合医学社 2015

著者名 発行所 発行年

Browner WS（木原雅子訳）
メディカル・サ
イエンス・イン
ターナショナル

2024

千葉康敬

4/17(木) 実験動物医学研究部門 若井　淳 講師

4/17(木) 若井　淳 講師

鈴木　悠地 特任講師
EBMの手法
基礎研究・医学研究を実行
することの意義

実験動物医学研究部門

リウマチ・膠原病・
アレルギー内科分野

実験動物学2
「マウスの取扱い」

6

実験動物学3　
「動物実験倫理」

14

2,3,4,5,15,16,17

遠藤　龍人 教授

佐藤　洋一 名誉教授

看護学部看護専門基
礎講座

医学教育学分野

臨床研究特論 3,4,5,12,16,17

医学研究の歴史 2,13

4/18(金)

4/18(金)

5/2(金)

・教科書・参考書等
区分 書籍名

参考書 医学的研究のデザイン 第5版

参考書 「医療統計力」を鍛える！

・授業に使用する機器・器具と使用目的
使用区分 使用目的機器・器具の名称 台数

登録済の機器・器具はありません

【総括評価】
座学後に中間試験を行う。MCQによる試験を行い、１００点を満点とする。
【形成的評価】
ミニテストを行う。

配属前に、研究倫理に関するe-learningを指定する期間内に完了すること。

シラバスに記載されている事前学修内容および各回到達目標の内容について、教科書・レジメを用いて事前学修（予習・
復習）を行うこと。各授業に対する事前学修の時間は最低30分を要する。本科目では、事前事後学修以外に各回3時間の
自己学修を要す。本内容は全授業に対して該当するものとする。なお、適宜、講義・実習冒頭で事前学修内容の発表時間
を設け、授業の中で試験やレポートを課す場合は、次回の授業で解説を行う。授業では、医学教育モデル・コア・カリ
キュラムの内容に留まらず、必要に応じて最新の医学研究成果を教示する。講義資料はＷebclassで配信する。

当該科目に関連する実務経験の有無　有
大学病院等における医師の実務経験を有する教員が、専門領域に関する実践的な教育を、 事例を交えて行う。

講義室、実習室

・成績評価方法

・特記事項・その他

・教育資源


	【教務課用】シラバス出力シート

